
パイプシャフト専用継手

P・S・F・J
パイプ フレキ ジョイントシャフト
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FJ-27 / F-29

フレキの長さ

調節自由自在

メッキなし

だから安い！

専用つば出し
工具不要

分解した状態

フレキジョイント
本体

割リング

ナット



フレキジョイント本体主配管側
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〒170-0011 東京都豊島区池袋本町 4-29-5

〒578-0921 大阪府東大阪市水走 3-5-10

本　　社

東京営業所

安心

18.0Mpa の破壊試験。

10 万回のウォーターハンマー試験を

クリアした安全性に優れた製品です。

低コスト

パイプシャフト用に特化することで

不要な機能を削除。

魅力ある価格を実現しました。

施工性

専用のツバ出し工具不要で、確実な

ツバ出しが可能です。また、専用の

５ｍフレキ（F-29）は施工現場で自

由な長さに切断して使用可能です。

施工手順

製品番号

希望小売価格

サイズ

重量

対応フレキ呼び径

オスネジ

材質

流体

水圧

推奨締付トルク

入数

JANCODE

FJ-27・F-29 共通 FJ-27 F-29

FJ-27

￥1,560

直径 35× 長さ 37ｍｍ

120ｇ

20

R3/4　※コア対応継手

本体：CAC406C　割リング：C3604

水（0℃ － 95℃）

1.75Mpa

30 N・ ｍ

50

4562499671377

※継手本体の所定の位置に、フレキパッキンと O リン

　グがセットされていることを必ず確認してください。

※ナットが本体に当たるまで締め付けてください。

※ナット締付部の本体ネジ部には、シール剤やシール　

　テープを使用しないでください。

※本製品は F-29（PS 用 5mm 保温巻フレキ）のみに

　対応しています。他社製品のフレキを使用した場合は

　製品補償の対象外となります。

※集合住宅・ホテル・ビルなどのパイプシャフト専用部

　材です。その他の用途にはご使用しないでください。

※水圧試験の検査圧力は 1.75MPa 以下で行ってくださ

　い。過大な圧力を加えますと、管に変形が生じ漏れの

　原因となります。

※施工の際は指先など特に気を付けてください。

※製品改良の為、予告なくデザイン・仕様を変更する場

　合があります。

※切断の際は、フレキカッター及び被覆カッターを用いてください。

※最小曲げ半径 60mm を守って下さい。これより小さい半径で曲げると耐

　久性が低下して、漏れの原因になります。

※同一箇所での繰返し曲げは 3 回以内にしてください。フレキ管が破損し、　

　漏れの原因になります。

※継手端部から30mm以内では曲げないでください。漏れの原因となります。

※本製品は FJ-27（パイプシャフトフレキジョイント）のみに対応しています。

　他社製品の継手を使用した場合は製品補償の対象外となります。

製品番号

希望小売価格

サイズ（呼び径）

長さ

材質

保温材厚さ

保温材カラー

入数

JANCODE

F-29

￥13,000

20

5ｍ

SUS316

5ｍｍ

ブルー

1

4562499671360

注意※A
● 切断面が真円に近いか確認してください。

● 切断面にめくれ・へこみ・欠損・扁平・山つ
　 ぶれ等の変形がある際は、フレキ管の切断を
　 やり直してください。

注意※B
● 主配管側に本体を取り付ける際は、シール
　 テープなどのシール材を使用してください。

● Oリングとパッキンが脱落していないことを
　 確認した上で手順５に進んでください。

ＰＳＦＪ（パイプシャフトフレキジョイント）製品仕様

ご
注
意

ＰＳＦＪ専用５ｍｍ保温巻フレキ製品仕様

5ｍ長ければいいわけじゃない！

フレキ管にナットを通します。
フレキ管の先端ひと山分が出る場所に

割リングを取付けます。

3 4

割リングを、フレキジョイント本体で

固定します。

5

＼動画はこちら／

施工する度にコストカット！

1 2

フレキ管をフレキカッターで

まっすぐに切断します。  ※A

ナットフレキジョイント本体

隙間なく
締め付け

主配管側をスパナで固定し、ナットがフレキ

ジョイント本体に接するまで締め付けます。

6

ナットとフレキジョイント本体が確実に隙間

なく固定されたことを確認し施工完了です。

7

フレキジョイント本体を、主配管側の

メスネジに確実に取付けます。  ※B
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